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◎松枯れとは
　　松枯れは松のマツノザイセンチュウという長さ 1㎜の小さな虫が引き起こす伝染病のことを言う。
　　マツノマダラカミキリという虫がマツからマツへ、マツノザイセンチュウを運ぶ。
　　センチュウはカミキリの気門にもぐりこんで移動し、カミキリが松葉を食べるとその傷口からマツに入りこむ。
　　松枯れは 100 年以上前から日本にある。北米からやってきた丸太の中に虫がいて、長崎に上陸し全国に広がった。
　　カミキリ虫が飛べるのは２キロ程度だが、カミキリの幼虫がいる丸太を人が運ぶことで急速に広がった。　
◎マツ枯れの症状
　　まずヤニが止まる。ヤニが止まるとセンチュウがどんどん増えてマツの木に水が上がらなくなる。水が吸えなく
　　なってマツは枯れてしまう。人で言えば、血液がうまく回らなくなって死んでしまうのと同じ症状。
　　水が上がらなくなって葉がだんだん赤くなり、やがて枯れるのがマツ枯れの特徴。
◎いろいろな方法で対応しているが、有効な手立てはない。マツノザイセンチュウの根絶は不可能。
　　【マツノザイセンチュウが増えるのを防ぐ方法】
　　　　　薬剤注入⇒松１本５万円程度かかる。それを５年ごとに行わなければならない。救えるのは限られた松。
　　【運び屋であるカミキリムシを殺す方法】
　　　　　空中散布⇒他の虫も殺してしまう。地形や気象条件によっては効果が薄れる。
　　　　　アカゲラの巣箱作り⇒アカゲラはお腹がいっぱいになるとそれ以上は食べない。かならず食べ残しが出る。
　　　　　薬剤燻蒸⇒伐り倒した木の幹のカミキリは死ぬが、根元は残ったままなので完全ではない。
◎松が枯れたあとはどうなる
　　松林が無くなった後はクヌギやコナラの林が再生する。松も５％程度は生き残っている。松が全滅した地域は無い。
◎松枯れは、本当に里山の一大事か？
　　松はもともと育ちやすいが枯れやすい。荒れ地や岩場などどんなところにでもまず松が出るが、そのうち土が肥
　　えてコナラやクヌギが育つと、一方で弱い松が減り、最終的にはブナ林に移行して安定するのが日本の山の姿。
　　今、松枯れによって松が減っているのは、森が次の段階に移る正常な姿だと考えることもできる。
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松枯れにかかってしまった松を治すことはできないのか？
薬剤注入でマツノザイセンチュウを増えるのを防ぐことはできるが、退治はできない。松に元気があれば、薬剤注入を 5
年ごとに行うことで枯れてしまうのをふせぐことはできる。
松枯れを起こした地域は今はどうなっている？
長野市は 10 年ほど前に松が一斉に枯れた。一時は立ち枯れのマツが棒のように立ち並ぶ風景が続いたが、今は、ふもと
の方はクヌギやコナラの広葉樹の林になり、一部高い所に松林が残る風景が見られる。自然にそうなった。
標高が高いところの松は松枯れしないしない？
今はまだ標高 1000ｍ、1200ｍには松枯れが上がっていない。寒いと虫の成長の速度が遅くなるのでマツ枯れが進む速度
も遅い。一方で、マツノザイセンチュウは環境に適応しやすいので、寒さに強いの種類も出て来るだろう。また、もっ
と別のカミキリに宿主を変える可能性も出てきており、そうなると高い所にも行けるかも。楽観はできない。
四賀のマツタケ山のように、松しか生えていない山が枯れてしまっても、広葉樹の林になるか？
松しかなかった場所がすっかり燃えてしまったケースがあるが、今は広葉樹の林になっている。大丈夫だろう。
北米の松はマツノザイセンチュウで枯れないのか？耐性がある？
アメリカの松を日本に植えるとマツノザイセンチュウでは枯れない。耐性がある。日本にはニセノマツノザイセンチュウ
という在来種がいるが、これに対しては日本の松は耐性がある。外来動物の問題の典型的なパターン。
マツノザイセンチュウは松しか食べないのか、他の針葉樹は枯らさないのか？
枯らさない。マツノマダラカミキリは松以外の針葉樹も食べるが、マツノザイセンチュウはマツ以外の針葉樹の中では適
応できない。限られた環境の中でしか生きられない寂しい生き物。
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[ 講師からの提案（要旨抜粋）][ 講師からの提案（要旨抜粋）]
◎松と人の関わりを考える
　　松本市域には歴史的に特に松が多い。松本藩の財政を支えてきたのは松と竹。マツタケや松本城の建材など、　
　　松本の人たちは松を大切にしながら産業として育ててきた。
◎戦後まで人の暮らしに近い里山はほとんどハゲ山だった。今ほど山に緑がある時代はない。
　　大昔から人は山から焚き木や下草を山から集めて燃料とし、暮らしをたててきた。
　　明治の時代、諏訪の製糸工業を松本地域の里山が支えた。諏訪では桑を植え、松本地方の山から繭を煮る薪を
　　運んだ。
　　明治のころから昭和初期までの写真を見ると、山にはほとんど木が無い。　　
　　昭和 34 年に薪屋が潰れたという記録がある。薪を燃料として使わなくなり、人は里山を利用しなくなった。
　　下草や雑木を人が使わなくなったことで草が生え、落葉が堆積して土が肥え、里山の姿が変わった。松しか育
　　たない山ではなくクヌギやコナラが茂る山になる準備ができた。
◎広葉樹の林になっても松は全滅しない
　　松枯れで一面にやられてしまったところでも、一部の松は生き残っている。
　　95％の松は枯れるが、５％程度の松は全国どこにでも残っている。松は全滅しない。
　　なぜ生き残る松がいるのか、そこのところはまだ分かっていない。

松枯れは 100 年前からあった。人の手によって急速に広がった。撲滅はほぼ無理。止められない。
松はもともと枯れやすい。松林⇒広葉樹の林⇒ブナ林と変わるのが日本の山の姿。里山で松が枯れるのは自然なこと。
松が枯れても広葉樹がどんどん出て来るので里山は大丈夫。松も全滅はしない。ただ景色は変わる。
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松本地方では山で松を大切に育て使ってきた。松は松本藩の大切な産物だった。
昭和初期まで里山はハゲ山だった。人が山を使い倒すことをやめたため、山は肥えて緑になった。
山の使い方、産業のあり方によって日本の原風景も変わっていく。松がいつまでも日本の原風景では無い。
山の価値、使い方は場所や目的、地域の考え方によって異なる。
里山をどうしたいのか、大人から例を示しながら、子ども達といっぱい話すことが大事。

松の林が枯れてしまっても広葉樹の林が再生して斜面を守ってくれるということか。
100％とは言えないが、ほぼ全ての場所でコナラやクヌギが育って斜面を覆っている。問題無いと考えられる。
樹種転換もいいが、マツタケ山も残したいと考えている。山を焼くことを考えているが、そのメリットは？
焼くことは森にとってはプラスになると思う。殺菌にもなるし、地力も回復すると考えられる。ただ、クヌギやコナラ
の林が再生することはわかっているが、松林になるとは限らない。
山を焼いてしまって、森林破壊をしてしまった場合、災害は大丈夫か？場所によっては再生しないのでは？
江戸時代から昭和 30 年頃までは少なくとも里山ははげ山だった。昔は災害が頻繁にあってかつ今は森のおかげで災害が
無い場所があるのであれば、そこは森のまま維持することを優先した方がいい。場所によって何を優先するのかを考え
ることが大事だと思う。
マツタケ山の再生は可能か？
どういうマツが生き残るのかそこがまだ分かっていない。キノコのショウロをナラに植え付けると木が良く伸びる。
マツタケと松にもそんな関係があるのかもしれない。一部の松が残る理由を研究すると面白いかも。
マツ林が日本の原風景という話があったが、広葉樹への樹種転換が進むのであれば日本の原風景も変わるのではないか？
里山は人の暮らしと密接に関係している。産業や暮らし方が変われば当然風景も変わる。松を残したいのであれば、残
すためにはどうしたらいいかを考える必要がある。
バイオマスエネルギーを山から取るという考え方はあるか。？
全てのエネルギーを身近なバイオマスに頼ろうとすれば、またはげ山の時代に戻ってしまう。そこをどう配慮するか。
里山に太陽光パネルを並べて発電するという考え方はあるか？
里山の一部に太陽光を設置して必要なエネルギーを取り、他の部分は緑の山にして残すという選択肢も当然ある。
子ども達にいろいろな選択肢を示す必要があるのでは？
マツ枯れの問題は単にマツが枯れたからどうこうすればいいという単純な問題ではない。今後の里山をどうつくるかと
いう議論をして、次の世代の人たちと一緒に考えていくことが大事だろう。

２.子どもに伝える「松枯れ問題」・・何を伝えたい？どうすれば伝わる？２.子どもに伝える「松枯れ問題」・・何を伝えたい？どうすれば伝わる？
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次回（11月25日）のテーマは｢生物多様性」です。松枯れ問題との共通点は？


